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新 水道施設耐震化の推進

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

４８２ 一般財源 482 旅費 202（講師費用弁償等）

（前年度 ０） 需用費 180（印刷製本費等）

２ 背 景 ・ 現 状

県内の水道普及率は、平成２０年度末で９５．９％（全国平均９７．５％）と

なっている。しかし、県内の上水道事業における水道施設（基幹管路：導水管・

送水管・配水本管）の耐震化率は３０．６％（全国平均３０．３％・平成２１年

度末）となっており、耐震化が遅れているのが現状である。

東南海・南海地震等の大規模地震が発生した際には、県内で被害が発生し、大

規模な断水となる恐れがある。また、水道施設の復旧においても、速やかな対応

は困難であると予想されることから、県民の生活、企業活動に与える影響は甚大

なものになると想定される。

３ 事 業 目 的

水道は、平時はもとより、災害時においても安全な水を安定して供給すること

が求められている。そのため、県内水道施設の耐震化を図ることで、災害時の被

害を抑制し、安定した水の供給が行えるよう、耐震化を推進する。

４ 事 業 概 要

県内の水道事業者等に対し、水道施

設における耐震化の現状を周知し、耐

震化推進の必要性について理解を得る

ため、啓発活動等を行う。

・水道施設耐震化推進講演会開催

・国に対し、財政支援拡充要望

・他県の耐震化推進取組事例調査
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